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研究目的 

制振方法として付加質量を用いた動吸振器がよく知られている。しかし，動吸振器の

効果が発揮できる振動数帯は限定的である。そこで可変剛性を実現した動吸振器により，

地震波などの震動源から制御対象の振動を抑制するように，制御対象の振動数に応じて

動吸振器の剛性を変化させるセミアクティブ制振制御方法を提案する。 

研究内容 

動吸振器は，制振対象の質量・剛性と付加質量から定点理論を用いて，動吸振器の動

吸振器のばねとダンパの値が定まり，その共振曲線は二つのピークを持ちそれらは等し

くなる。しかし，ピークをそれ以上下げることはできない，制振対象の固有振動数など

のパラメータ変化に対しては制振性能の低減を招く，といった問題がある。動吸振器の

構造で，最適同調からばねの値がずれると二つのピークに大きな差が生じる。 

そこであえて動吸振器のばねを最適同調から大小にはずれた二種類用意し，制振対象

の現在の振動数に応じて低いピークを持つばねを選ぶことにより，制振効果を向上させ

る手法を提案する。 

このセミアクティブ制御を実現するためには，①制振対象の振動数帯域のリアルタイ

ム計測，②可変剛性機構が必要となる。①については，制振対象の変位にフィルタを通

すことでどちらのばねを用いた方が有効かの判断を行う。②については，一対の円錐ば

ねを用いてその予圧縮変位を変えることにより可変剛性を実現している。 

研究室内のモデル実験装置により，いくつかの性質の違った地震波に対して，最大変

位・パワースペクトルのピーク値に関して，通常の動吸振器より制振性能が向上した。 

用  途 振動抑制 

関係論文 
①“Variable Stiffness System for Semi-Active Vibration Control by Frequency”,SICE Annual 

Conference 2013 

関連画像 

可変剛性機構付き動吸振器実験モデル 

一対の円錐ばねによる可変剛性機構：円錐
ばねの非線形性により，予圧縮Lを変える
と，ばね剛性が変化する 
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